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国際青年リレー行進者を支援するための募金は6月18日現在、41万

2,487円です。引き続き、広島県被団協の役員の方、日本被団協役員の方々、

北海道では原水協学校の中でよびかけ、さらには平和行進の中でリレー行

進者自らが訴え愛知と岐阜から募金が寄せられています。 

現在、岐阜の堀浩子さんから、滋賀の西田ちひろさんに引き継がれ、毎

日奮闘中です（左記の写真左手が、岐阜の堀浩子さん）。 

募金のよびかけを、ぜひ広げてください。 

 

■2014国際青年リレー行進支援募金の振込先 

募金1口1000円  郵便振替 ００１１０－９－１７８０ 

【口座】 原水爆禁止日本協議会 

※「国際青年リレー」と明記してください。郵便振替の「控え」を領収書 

に代えさせていただきます。ご了承ください。 

 

「国民平和行進２０１４」へのキューバ大使メッセージ 

 

人類の生存は差し迫った重大な危険にさらされています。人類が直面する最大の脅威は、巨大な核兵器庫

の存在と核兵器の使用あるいはその脅迫です。地球上の命を守るためには平和を守らなければなりません。 

２０１４年１月、キューバは中南米カリブ海諸国共同体（ＣＥＬＡＣ）首脳会議の開催国となりました。

その際に、中南米カリブ海地域を平和地帯とすることが宣言されました。これは平和と核兵器廃絶をめざす

我が国の決意をはっきりと反映するものでした。 

ですから、私達は「原水爆反対国民平和行進２０１４」に連帯します。私達は、人間的連帯と正義に基づ

く集団的倫理を基礎とする新たな世界秩序を築くために努力を集中しなければなりません。 

紛争は対話と協力を通じて解決しなければなりません。戦争と武力の使用を引き起こす利己主義と略奪は永

遠に終わらせなければなりません。 

地球の平和と未来の世代の命を救うために団結しましょう。キューバ革命の指導者、フィデル・カストロ

が２００３年広島訪問時に記したように、「２度とこのような暴挙が繰り返されないように・・・・」 

 

キューバ大使 

マルコス・ロドリゲス 

 


